
警察署協議会議事概要

協議会名 神奈川県高津警察署協議会

日 時 令和５年10月27日（金）午後２時から午後４時までの間

場 所 神奈川県高津警察署

出 席 者
１ 警察署協議会側

秋山 加代子委員、内田 三枝子委員、小島 喜芳委員、品田 和彦委員、棚部 太朗委

員、原 英子委員、山中 克己委員 計７人

２ 警察署側

署長 前田 俊明、副署長 小出 雅彦、地域担当次長 佐々木 広一、刑事担当次長兼生

活安全担当次長 原 敏昭、警務課長 伊藤 孝、留置管理課長 赤石 雅彦、会計課長

片木 和枝、生活安全課長 穴口 準一郎、刑事課長 林 直樹、交通課長 露木 克臣、警

備課長 片倉 康貴、地域第二課長 石川 和男 計12人

議事要旨 警察署協議会からの答申に対する措置結果の説明

１ 諮問

「雑踏警備対策」について

２ 答申

・ 運営側の自主警備をメインとしつつ、警察側が助言アドバイスをすること

・ 警察と主催者側との連絡を密にし、情報共有を行うこと

・ 警備経験のない警察官に対する教育を行うこと

３ 措置結果

・ 第82回川崎市制記念多摩川花火大会（10月21日実施）において、運営側に対し、雑踏事

故防止を図る目的で歩道橋対策を助言した。

・ 管内開催の各種行事において、主催者側との合同会議を実施し、情報共有を図った。

・ 警備経験のない警察官に対して、地図や写真などを活用した視覚的資料を中心とした事

前教養を実施し、教養実施後に現場実査を実施した。

諮問

「年末年始に向けた交通事故防止対策」について

答申

・ 外郭団体やボランティアの方に交通事故発生状況などを情報提供し、地域や職場でも情報

発信してもらう。

・ 年末年始の青パトの活用を増やし、交通事故多発場所のパトロールをしてほしい。

・ 冬休み前に学校で交通安全講話をしたり、学校の先生を通じて子どもたちへ交通ルールを

周知させることをしてほしい。

業務説明

前四半期（令和５年７月から９月まで）の業務推進結果及び今四半期（令和５年10月から12月

まで）の業務推進重点について資料を作成、各委員に説明した。

備 考 視察



飲酒体験ゴーグル及び危険予測トレーニングを体験するなどの視察を実施した。

視察後の警察署協議会からの意見

・ 飲酒した上で車両の運転する危険性について良く理解できた。

・ 普段ならできる簡単な動きができなくなることを身をもって感じた。

・ 危険予測トレーニングは、ゲーム感覚で楽しく危険予測を学ぶことができた。


